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混がたくせん積もっ
しめ はu

ている湿った場所です｡
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ペニシオマネキ
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転石帯
おお いし ころ ばしょ むかし

大きめの石がゴロゴロ転がっている場所です｡昔は
し いし おお ころ

サンゴだったが､死んで石になったものが多く転
かせき

がっています｡いわば､サンゴの化石です｡
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三ナ三べ二

タイワンガザ三

こんなに
カニが

すんで

いるんだ!

砦揚
かいがんふきん むかし しよう ばしょ

いわ

海岸付近で､昔はサンゴ礁であった場所が､岩のよ
ば｣と

うになった場所のことです｡

ルリマグラシオマネキ
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波打ちぎわ
なみ う ところ まんちょうかんちょう じかん なみう か まんちょうとき なみう

波が打ちよせる所で､満潮や干潮の時間にあわせて波打ちぎわは変わります｡満潮の時の波打

ちぎわには

ツ/メガニ

う あ

どが打ち上げられています｡
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ハシリイワガニ

ミ十三コメッキガ=の行進

ミナ三コメッキガニ

蕗嬉
しお すな ぼ

潮の流れによって､砂がつみかきなってできた場
u〔あし した

所｡足ぶみするとヒザの下までうまっていくように､

竿の筈ま晶憤っていまモ
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